栄養相談チーム設置要領
１　目的

　　被災による長期避難活動により、適切な健康及び栄養状態を維持出来ない被災者に対し、適切な食生活のための調整及び避難生活における食生活に関する相談を行う。
２　実施主体　　石川県栄養士会
３　栄養相談チーム体制

　　石川県栄養士会員により組織し、当該市町担当者の調整により活動する。県保健所管理栄養士は、その支援を行う。
４　活動内容

　　被災市町と連携を図りながら避難生活により適切な食生活が行われない状況にある被災者に対し、食料の調整及び食生活相談等を行う。

（1） 適切な食生活を維持するための啓発
（2） 個別栄養相談　　

（1） 被災者健康調査から栄養管理が必要であるとスクリーニングされた被害者

（2） 栄養相談を希望する被災者

（3） 医師、保健師等が栄養管理が必要であると認めた被災者
（多く見られる症状例）　

病態：糖尿病、高血圧、口内炎、膀胱炎、脱水
乳幼児：アレルギー、離乳食、ミルク

その他：便秘、下痢、かぜ、食欲不振
　（３）巡回栄養相談

　　　５　活動記録

（1） 栄養相談記録票により個別記録を作成し、市町担当者に報告する。　
（2） 各自の活動報告書を作成し、速やかに県栄養士会事務局に報告する。

（3） その他必要に応じて記録、連絡、報告を行う。

　

６　指導上の留意点
（1） 補助食品等の活用も含め、現状でできることを支援する。
（2） 支援に必要な課題、改善点等の提案があれば市町担当者に情報提供する。
７　県栄養士会は、派遣者の調整を行うとともに、派遣者リストを作成し市町担当者へ事前に報告する。
栄養相談チームの動き

１　チームの体制　１チーム２名で編成する。
２　活動の流れ
　　　　９：００　現地集合

　　　　　　　　　現地被害対策本部医療班本部（門前総合支所）に入る。

医療班スタッフミーティングに参加し、現状把握する。

９：３０　市町担当者とミーティングし、活動内容を確認する。

活動開始
　　　　（適宜昼食・休憩）

　　　１５：３０　市町担当者とミーティングし、活動内容を報告する。

　　　１６：００　解散
　　　　　　　　　

· 医療班ミーティング会場：門前総合支所１階

※ 上記の流れを基本として、臨機応変に活動する。

　　　

３　交通手段　
　　　現地への往復：原則、各自で対応する。

　　　活動時：１チームで１台、自家用車を使用する。自家用車の利用が出来ない場合は、徒歩又はタクシーの利用等を各自調整する。

４　保険

　　　石川県栄養士会として、ボランティア活動保険に加入済み

５　活動資料・報告書様式等
　　　市町担当者が現地で保管

６　連絡先等
①輪島市役所門前総合支所（総持寺・門前高校前）
〒927-2151　石川県輪島市門前町走出６－６９
　TEL0768-42-9918　　FAX0768-42-3579
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　　②社団法人石川県栄養士会　　TEL・FAX　075-262-2383
